
日
本
共
産
党
が
よ
び
か
け
た
「
東

日
本
大
震
災
救
援
募
金
」
は
全
国
各

地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
か
ら
、
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
に
各
１
０
０
０
万
円
を

届
け
た
の
に
つ
づ
き
、
２
０
市
、
２

０
町
、
７
村
の
合
計
４
７
自
治
体
を

た
ず
ね
、
第
１
次
分
と
し
て
直
接
、

届
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
志
位
和
夫
委
員
長
、
市

田
忠
義
書
記
局
長
、
高
橋
ち
づ
子
衆

院
議
員
ら
中
央
・
地
方
の
党
幹
部
が

そ
の
自
治
体
の
党
議
員
ら
と
と
も
に

参
加
し
、
被
災
の
お
見
舞
い
や
現
場

の
要
望
を
聞
き
、
党
の
救
援
活
動
も

伝
え
、
と
も
に
力
を
あ
わ
せ
て
、
苦

難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
を
話
し
あ
っ

て
い
ま
す
。

義
援
金
は
、
市
町
村
に
は
、
被
災

の
規
模
に
応
じ
て
、
５
０
０
万
円
と

３
０
０
万
円
に
分
け
て
届
け
ま
す
。

ま
た
、
義
援
金
の
一
部
は
被
災
地
の

地
方
議
員
や
党
組
織
が
取
り
組
ん
で

い
る
救
援
活
動
で
の
物
資
の
輸
送
・

確
保
な
ど
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
額
で
２
億
６
８
０
０
万
円
に
な
り

ま
す
。

志
位
委
員
長
は
地
震
・
津
波
に
く

わ
え
、
深
刻
な
原
発
事
故
被
害
に
直

面
し
、
役
場
ご
と
埼
玉
に
避
難
し
て

い
る
福
島
県
双
葉
町
の
町
長
を
は
じ

め
、
飯
舘
村
村
長
、
南
相
馬
市
市
長

や
、
千
葉
県
旭
市
市
長
に
義
援
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。
市
田
書
記
局
長
は
、
村
の
半

数
以
上
が
倒
壊
し
た
長
野
県
栄
村
の
村
長
を
激

励
し
ま
し
た
。

ど
こ
で
も
「
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

復
興
の
た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」「
こ
ん
な
に
多
額
の
義
援
金
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
た
め
に
有
効
に
使
い
ま

す
」
な
ど
、
感
謝
と
と
も
に
救
援
・
復
興
へ
の

決
意
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

○
第
１
次
義
援
金
の
対
象
自
治
体

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県

（
青
森
県
）
八
戸
市
、
階
上
町
、
お
い
ら
せ
町

（
岩
手
県
）
久
慈
市
、
野
田
村
、
岩
泉
町
、
田

野
畑
村
、
盛
岡
市
、
宮
古
市
、
山
田
町
、
普
代

村
、
洋
野
町
、
住
田
町
、
大
槌
町
、
釜
石
市
、

大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市

（
宮
城
県
）
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
、
女
川
町
、

石
巻
市
、
東
松
島
市
、
松
島
町
、
塩
釜
市
、
七

ケ
浜
町
、
多
賀
城
市
、
仙
台
市
、
名
取
市
、
岩

沼
市
、
亘
理
町
、
山
元
町

（
福
島
県
）
新
地
町
、
相
馬
市
、
南
相
馬
市
、

浪
江
町
、
双
葉
町
、
大
熊
町
、
富
岡
町
、
楢
葉

町
、
広
野
町
、
葛
尾
村
、
川
内
村
、
い
わ
き
市
、

飯
舘
村

（
茨
城
県
）
北
茨
城
市

（
千
葉
県
）
旭
市

（
長
野
県
）
栄
村

２
０
１
１
年
３
月
３
１
日(

木)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

４
月
か
ら
、
中
小
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
健
康
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
国

民
生
活
に
か
か
わ
る
も
の
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ

ま
す
。

中
小
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
入
る
協
会
け

ん
ぽ
の
全
国
平
均
の
保
険
料
率
（
労
使
折
半
）

は
年
収
の
９
・
３
４
％
か
ら
９
・
５
０
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
２
年
連
続
の
引
き
上
げ
で

す
。自

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
自
賠
責
）
の

保
険
料
は
平
均
１
１
・
７
％
引
き
上
げ
、
政
府

が
一
括
調
達
す
る
輸
入
小
麦
の
売
り
渡
し
価
格

も
１
８
％
値
上
げ
な
ど
、
暮
ら
し
に
響
く
値
上

げ
が
相
次
ぎ
ま
す
。
電
気
、
ガ
ス
料
金
も
電
力

１
０
社
と
都
市
ガ
ス
大
手
４
社
が
値
上
げ
し
ま

す
。一

方
、
公
的
年
金
の
支
給
額
は
０
・
４
％
下

が
り
ま
す
。
所
得
が
低
い
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

児
童
扶
養
手
当
、
障
害
の
あ
る
子
を
育
て
る
親

へ
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
、
各
種
の
手
当

も
下
が
り
ま
す
。

子
ど
も
手
当
は
、
月
１
万
３
０
０
０
円
を

支
給
す
る
現
行
制
度
が
６
カ
月
延
長
さ
れ
ま
す
。

高
速
道
路
料
金
は
、「
休
日
１
０
０
０
円
」
な
ど

の
現
行
の
料
金
体
系
が
当
面
継
続
。
家
電
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
は
３
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

医
療
・
年
金

●
協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料
引
き
上
げ

全
国
平
均
の
保
険
料
率
（
労
使
折
半
）
が

９
・
３
４
％
↓
９
・
５
０
％

平
均
的
な
ケ
ー
ス
（
年
収
３
８
０
万
円
）
で

年
間
３
０
０
０
円
の
本
人
負
担
増

●
年
金
の
支
給
額
０
・
４
％
引
き
下
げ

６
月
支
給
の
４
、
５
月
分
か
ら
国
民
年
金
は

月
２
６
７
円
減
の
６
万
５
７
４
１
円
に

厚
生
年
金
は
標
準
的
な
夫
婦
２
人
世
帯
で
月

９
４
４
円
減
の
２
３
万
１
６
４
８
円
に

●
国
民
年
金
の
保
険
料
引
き
下
げ

月
８
０
円
引
き
下
げ
て
１
万
５
０
２
０
円
に

子
育
て･

障
害
者
支
援

●
障
害
が
あ
る
子
の
親
へ
の
手
当
が
月
２
０

０
円
減

●
児
童
扶
養
手
当
（
低
所
得
の
ひ
と
り
親
家

庭
）
が
１
７
０
円
減

●
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

原
爆
被
爆
者
へ
の
健
康
管
理
手
当
も
減
額

●
子
ど
も
手
当

中
学
生
ま
で
に
月
１
万
３

０
０
０
円
支
給
を
半
年
延
長

料
金
値
上
げ
な
ど

●
自
賠
責
保
険
料

平
均
１
１
・
７
％
値
上

げ
●
輸
入
小
麦

政
府
売
り
渡
し
価
格
１
８
％

引
き
上
げ

●
電
気
・
ガ
ス
料
金
値
上
げ

電
力
１
０
社

と
都
市
ガ
ス
大
手
４
社

●
日
航
と
全
日
空
が

燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
引

き
上
げ

●
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
終
了

２
０
１
１
年
４
月
１
日(

金)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
池田 年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp
三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570

日本共産党に託された救援募金 第
１
次
分

２
億
６
８
０
０
万
円

被
災
地
に

東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

き
ょ
う
か
ら
変
わ
り
ま
す

値
上
げ
続
々



核
開
発

地
震
発
生
か
ら
四
週
間
目

に
入
り
ま
す
。
事
態
の
終
息

に
向
け
て
懸
命
の
努
力
が
続

け
ら
れ
て
い
る
福
島
原
発
で

す
が
、
放
射
能
の
広
が
り
等
々
、

深
刻
の
度
合
い
が
色
濃
く
な

る
ば
か
り
で
す
。
と
に
か
く
、

政
府
が
な
す
べ
き
は
、
情
報

を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
国
民
の

英
知
を
結
実
さ
せ
策
を
練
り

だ
す
道
を
通
る
事
の
み
で
す
。

事
態
の
終
息
に
向
け
最
前
線

で
は
関
係
者
の
懸
命
の
努
力

が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、

政
府
の
情
報
開
示
は
何
よ
り

求
め
ら
れ
る
事
で
す
が
、
肝

心
の
デ
ー
タ
に
し
て
も
、
何

に
し
て
も
そ
の
開
示
と
タ
イ

ミ
ン
グ
は
ど
う
も
後
手
に
回
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
な
り

ま
せ
ん
。

何
れ
に
し
て
も
人
類
史
上
、

歴
史
の
中
に
先
々
ま
で
刻
む

事
故
と
な
っ
た
今
回
の
核
開

発
で
す
が
、
前
号
で
も
触
れ

ま
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
機

に
根
本
か
ら
方
向
転
換
を
行

う
し
か
道
は
有
り
ま
せ
ん
。

太
陽
系
に
生
ま
れ
た
我
々
人

類
に
と
っ
て
、
潤
沢
に
繰
り

出
さ
れ
て
来
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
太
陽
光
や
太
陽
熱
な
ど
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
惜
し
ま
ず

使
う
道
を
探

る
時
で
す
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

保
健
セ
ン
タ
ー
移
転

平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
、

保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
休
日
応

急
診
療
所
の
改
修
費
用
二
億

七
百
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
宮
古
に
あ
る
健
康
づ
く

り
財
団
の
一
階
プ
ー
ル
跡
と

三
階
運
動
フ
ロ
ア
ー
を
町
が

借
り
受
け
て
、
改
修
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
と
休
日
応
急
診

療
所
を
阪
手
（
国
道
二
十
四

号
線
）
か
ら
宮
古
に
移
転
す

る
そ
う
で
す
。

休
日
応
急
診
療
所
が
遊
水

地
に
立
っ
て
お
り
、
幾
度
と

な
く
水
が
浸
入
し
た
こ
と
。

宮
古
に
移
転
す
る
と
、
二
次

救
急
の
国
保
中
央
病
院
の
近

く
で
連
携
が
採
り
や
す
い
こ

と
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
第
三
次
総
合
計

画
に
も
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
も
触
れ
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
国
保

中
央
病
院
自
体
が
町
の
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん

だ
場
所
か
ら
移
転
す
る
と
利

便
性
が
後
退
し
ま
す
が
、
充

分
周
知
さ
れ
る
事
を
望
み
ま

す
。親

子
の
広
場
も
一
緒
に
移

転
す
る
そ
う
で
す
。
一
つ
心

配
す
る
の
が
、
駐
車
場
の
確

保
で
す
。
国
保
中
央
病
院
の

利
用
者
で
い
っ
ぱ
い
の
時
に
、

止
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
？

充
分
な
配
慮
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
求
め
ま

す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工

募
金
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災

が
お
こ
っ
て
か
ら
、
三
週
間

以
上
経
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
行
方
不
明
の
方
も
沢

山
お
ら
れ
る
状
態
で
、
こ
の

災
害
の
大
き
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

私
た
ち
日
本
共
産
党
田
原

本
支
部
は
「
今
、
私
た
ち
に

出
来
る
事
は
・
・
」
と
後
援

会
の
方
が
た
と
共
に
す
ぐ
に

救
援
募
金
に
取
り
組
み
ま
し

た
。田

原
本
駅
で
朝
や
夕
方
、

そ
し
て
ス
ー
パ
ー
お
く
や
ま
、

オ
ー
ク
ワ
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ト

ア
ー
さ
ん
に
も
、
店
前
で
募

金
活
動
を
さ
せ
て
頂
く
事
に

快
く
賛
同
し
て
頂
き
、
７
回

で
十
九
万
一
千
百
三
十
六
円

も
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
募
金
活
動
を
と
う
し
、
、

温
か
い
人
の
人
情
に
触
れ
さ

せ
て
頂
い
て
、
感
謝
し
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。そ

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
反
応

も
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
募
金
箱
に
貼
っ
て
る

日
本
共
産
党
と
い
う
文
字
を

見
て
、
「
自
民
党
な
ら
せ
ー

へ
ん
け
ど
、
共
産
党
な
ら
す

る
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
年

配
の
男
性
、
「
も
う
、
あ
ち

こ
ち
で
し
て
る
か
ら
、
細
か

い
も
ん
で
ご
め
ん
な
。
」
と

小
銭
を
入
れ
て
下
さ
る
女
性
、

律
義
に
も
箱
の
数
だ
け
入
れ

て
下
さ
る
方
、
「
買
い
物
、

済
ん
だ
ら
入
れ
る
ね
。
」
と

予
約
ま
で
し
て
下
さ
る
方
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
お
心
、
必

ず
届
け
ま
す
！

本
当
に
、
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

田
原
本
町
議
会
議

員森

良
子

海
外
の
救
援
隊

東
日
本
の
震
災
か
ら
３
週

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
被
害
の

大
き
さ
は
日
々
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
に
対

し
て
海
外
か
ら
の
救
援
隊

（
９
７
０
名
、
救
助
犬
４
１

匹
）
が
来
て
い
ま
す
。
「
朝

日
新
聞
グ
ロ
ー
ブ
」
（
４
月

３
日
付
）
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。「

史
上
最
大
」
の
支
援
作

戦
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
支

援
に
つ
い
て
、
オ
バ
マ
大
統

領
が
記
者
会
見
で
「
悲
劇
に

胸
が
張
り
裂
け
そ
う
だ
」
と

答
え
、
「
最
も
関
係
が
強
く

緊
密
な
同
盟
国
」
の
支
援
の

号
令
。
原
子
力
空
母
を
は
じ

め
、
第
７
艦
隊
な
ど
を
「
ト

モ
ダ
チ
作
戦
」
と
称
し
て
米

兵
約
二
万
人
、
艦
船
一
九
隻
、

航
空
機
一
四
〇
機
、
な
ど
と

紹
介
。
「
自
衛
隊
と
の
協
力

は
密
接
だ
。
米
海
軍
と
海
上

自
衛
隊
の
将
校
が
そ
れ
ぞ
れ

相
手
国
の
護
衛
艦
に
乗
り
込

み
、
連
絡
を
と
り
あ
う
。
」

と
日
米
の
軍
事
作
戦
の
模
様

を
紹
介
し
て
い
る
。

中
国
か
ら
の
救
助
隊
一
五

人
は
、
中
国
か
ら
は
最
初
八

〇
人
か
ら
一
〇
〇
名
規
模
を

派
遣
す
る
意
思
を
伝
え
て
き

た
が
日
本
側
が
躊
躇
し
た
そ

う
で
す
。
そ
の
理
由
は
「
三

沢
で
す
よ
」
と
紹
介
。
被
災

地
周
辺
で
機
能
し
て
い
た
空

港
は
三
沢
だ
け
。
朝
鮮
戦
争

の
後
方
基
地
と
し
て
発
達
し
、

今
も
日
米
地
位
協
定
に
基
づ

い
て
米
軍
が
管
理
し
て
い
る

空
港
に
中
国
か
ら
の
軍
人
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
抵
抗
感

が
あ
っ
た
。
と
中
国
か
ら
の

救
援
隊
の
減
少
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
災
害
の
救
援

に
つ
い
て
も
日
本
の
外
交
の

あ
り
方
が
あ
ま
り
に
も
米
国

最
優
先
か
が
わ
か
る
特
集
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
ど
の
様
に

思
わ
れ
ま
し
た
か
。

三
宅
町
議
会
議
員

池
田

年
夫


